
○ デジタルでかえるかなえる誰一人取り残さない、笑顔と思いやり育む
まち高砂

○ 地域の助け合い(共生、共創)の促進
○ みんなでまちを支えるきっかけづくり
○ たかさごデータマイクログリッドの実現

課題 課題解決に向けた取組

推進体制

兵庫県高砂市 たかさご未来資産を貯めようプロジェクト AI、IoT、ビッグデータ等

〇 人口減少社会への移行、インフラ老朽化、気候変動対策・脱炭素へ
の流れといった社会環境の変化により、市民のWell-beingが低下
する悪循環につながる恐れがある

〇 住民・職員が減少する中で、市民のくらし・まちの賑わい・行政サービ
ス水準の維持が課題

2022年度の
主な取組

〇全体像の作成 ○デジタル地域通貨プラットフォーム及びデータ連携基盤の構築、早期実装に向けたロードマップ等の作成
〇脱炭素化の促進に向けたサービスの早期実装に向けたロードマップ等の作成
○コミュニティをよくする活動（well-being)促進事業についての考え方の整理（兵庫県立大学の学生からの提案等）

高砂ならではの顔の見えるコミュニティのアナログな助け合いの風土をデジ
タル・データを活用し維持・促進
⇒「脱炭素化×DX」で地域住民の行動変容を促しWell-being向上へ

高砂市
未来技術

地域実装協議会

現地支援責任者
（デジタル庁 国民向けサービスグループ）

地方公共団体
高砂市
兵庫県

東播磨スマートシティ
推進協議会

大学
兵庫県立大学
兵庫大学

民間事業者
高砂商工会議所

三菱重工業高砂製作所
籠谷

ありがとうの種農育楽園
高砂市連合自治会

国
デジタル庁
総務省
環境省

 デジタル地域ポイント事業
• 市内で地域通貨として利用可能な地域ポイントを発行し、地域での経済循環
を促進

• コミュニティをよくする活動に対して、市がポイントを発行し、コミュニティ活動に対
する謝意として市民間で相互付与も可能

 コミュニティをよくする活動（Well-being）促進事業
• エコアクション、エネルギー使用の削減量の実績に応じて行政ポイントを付与し、
脱炭素行動の促進

• 市民ボランティアのスマホによ
る児童・高齢者のみまもりと
協力市民への地域ポイント
を付与

• 日常の「困りごとのある人」と
「助けることができる人」のマッ
チングを行う実名制コミュニ
ティサービスによる“顔の見え
る”安心感のある共助の輪づ
くりと、地域ポイントでの謝礼
支払いによるコミュニティづくり
と地域経済循環の両立

プロジェクトのイメージ図

市民等との
対話

（図：高砂市提供）

地域課題・目指す将来像

2022年度の
主な取組

伴走型支援

地域
課題

将来像


	スライド番号 1

